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【手続補正書】
【提出日】令和2年2月3日(2020.2.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技者にとって有利な有利状態に制御可能な遊技機であって、
　遊技者の動作を検出可能な検出手段と、
　特定演出を実行可能な特定演出実行手段と、
　特定演出が開始された後の特定タイミングにおいて、遊技者による動作にもとづいて特
定演出の演出態様を変化させる変化演出を実行可能な変化演出実行手段と、を備え、
　前記特定演出実行手段は、少なくとも第１演出態様と、該第１演出態様よりも前記有利
状態に制御される期待度が高い第２演出態様と、を含む複数種類の演出態様にて特定演出
を実行可能であり、
　前記第１演出態様と、前記第２演出態様とで、特定演出を構成する要素のうち少なくと
も特定要素が異なり、
　前記変化演出実行手段は、
　前記変化演出において、少なくとも前記第１演出態様に対応した第１特定要素と、前記
第２演出態様に対応した第２特定要素とを含む複数種類の特定要素のうちのいずれかを遊
技者の動作にもとづいて選択可能な特定要素選択手段と、
　特定演出の演出態様を、前記特定要素選択手段により選択された特定要素を含む演出態
様に変化させる変化実行手段と、を含み、
　前記特定要素選択手段は、前記変化演出において、前記変化演出の実行後に前記有利状
態に制御される期待度にかかわらず複数種類の特定要素のうちのいずれかの特定要素を選
択可能であり、
　前記変化演出実行手段は、前記特定タイミングよりも前のタイミングにおける前記特定
演出の演出態様が前記第１演出態様である場合と前記第２演出態様である場合とで異なる
割合にて前記変化演出を実行可能であり、
　前記変化実行手段は、前記特定要素選択手段によって前記第２特定要素が選択された場
合、特定演出の演出態様を、前記第２特定要素を含む演出態様であって前記第２演出態様
と異なる特別演出態様に変化させる、
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　手段Ａの遊技機は、遊技者にとって有利な有利状態に制御可能な遊技機であって、
　遊技者の動作を検出可能な検出手段と、
　特定演出を実行可能な特定演出実行手段と、
　特定演出が開始された後の特定タイミングにおいて、遊技者による動作にもとづいて特
定演出の演出態様を変化させる変化演出を実行可能な変化演出実行手段と、を備え、
　前記特定演出実行手段は、少なくとも第１演出態様と、該第１演出態様よりも前記有利
状態に制御される期待度が高い第２演出態様と、を含む複数種類の演出態様にて特定演出
を実行可能であり、
　前記第１演出態様と、前記第２演出態様とで、特定演出を構成する要素のうち少なくと
も特定要素が異なり、
　前記変化演出実行手段は、
　前記変化演出において、少なくとも前記第１演出態様に対応した第１特定要素と、前記
第２演出態様に対応した第２特定要素とを含む複数種類の特定要素のうちのいずれかを遊
技者の動作にもとづいて選択可能な特定要素選択手段と、
　特定演出の演出態様を、前記特定要素選択手段により選択された特定要素を含む演出態
様に変化させる変化実行手段と、を含み、
　前記特定要素選択手段は、前記変化演出において、前記変化演出の実行後に前記有利状
態に制御される期待度にかかわらず複数種類の特定要素のうちのいずれかの特定要素を選
択可能であり、
　前記変化演出実行手段は、前記特定タイミングよりも前のタイミングにおける前記特定
演出の演出態様が前記第１演出態様である場合と前記第２演出態様である場合とで異なる
割合にて前記変化演出を実行可能であり、
　前記変化実行手段は、前記特定要素選択手段によって前記第２特定要素が選択された場
合、特定演出の演出態様を、前記第２特定要素を含む演出態様であって前記第２演出態様
と異なる特別演出態様に変化させる、
　ことを特徴とする。
　さらに、手段１の遊技機は、遊技者にとって有利な有利状態（例えば、大当り遊技状態
）に制御可能な遊技機であって、遊技者の動作を検出可能な検出手段（例えば、コントロ
ーラセンサユニット３５Ａ、プッシュセンサ３５Ｂ）と、特定演出（例えば、アクティブ
表示を表示する演出）を実行可能な特定演出実行手段（例えば、演出制御用ＣＰＵ１２０
におけるステップ５６ＩＷＳ６６２を実行する部分）と、特定演出が開始された後の特定
タイミング（例えば、アクティブ態様選択演出実行タイミング）において、遊技者による
動作にもとづいて特定演出の演出態様を変化させる変化演出（例えば、アクティブ態様選
択演出）を実行可能な変化演出実行手段（例えば、演出制御用ＣＰＵ１２０におけるステ
ップ５６ＩＷＳ３０６～Ｓ３１３を実行する部分）とを備え、特定演出実行手段は、少な
くとも第１演出態様（例えば、青色の通常形状（丸型）におけるアクティブ表示を表示す
る演出）と、該第１演出態様よりも有利状態に制御される期待度が高い第２演出態様（例
えば、緑色の通常形状（丸型）におけるアクティブ表示を表示する演出）とを含む複数種
類の演出態様にて特定演出を実行可能であり、第１表示態様と、第２表示態様とで、特定
演出を構成する要素のうち少なくとも特定要素（例えば、色調）が異なり、変化演出実行
手段は、変化演出において、少なくとも第１演出態様に対応した第１特定要素（例えば、
青）と、第２演出態様に対応した第２特定要素（例えば、緑）とを含む複数種類の特定要
素のうちのいずれかを遊技者の動作にもとづいて選択可能な特定要素選択手段（例えば、
演出制御用ＣＰＵ１２０における、ステップ５６ＩＷＳ３１３を行うことにより、アクテ
ィブ態様選択演出において遊技者の動作にもとづいて選択された選択肢に対応する色を選
択する部分）と、特定演出の演出態様を、特定要素選択手段により選択された特定要素を



(3) JP 2020-18329 A5 2020.3.26

含む演出態様に変化させる変化実行手段（例えば、演出制御用ＣＰＵ１２０における、ス
テップ５６ＩＷＳ３１３を行うことにより、アクティブ態様選択演出において遊技者の動
作にもとづいて選択された選択肢に対応する色に、アクティブ表示の色を変化させる部分
）とを含み、特定要素選択手段は、変化演出において、変化演出の実行後に有利状態に制
御される期待度にかかわらず複数種類の特定要素のうちのいずれかの特定要素を選択可能
であり（例えば、アクティブ態様選択演出において、大当りであるかはずれであるかにか
かわらずいずれの色調をも選択可能であり）、変化演出実行手段は、特定タイミングより
も前のタイミングにおける特定演出の演出態様が第１演出態様である場合と第２演出態様
である場合とで異なる割合にて変化演出を実行可能である（例えば、変動開始時のアクテ
ィブ表示の色調が青である場合と緑である場合とで、該変動におけるアクティブ態様選択
演出の実行割合が異なる（図８－２１（Ａ）、（Ｂ）参照））ことを特徴とする。
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